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国際ロータリー第2780地区

ガバナー公式訪問に備えて

国際ロータリー第2780地区
第６グループ カバナー補佐 ⼩松 正道



AG⾃⼰紹介
＜ガバナー公式訪問に備えて＞



ロータリー概要
＜ガバナーメッセージの前に＞

をご説明いたします。



世界のロータリアン

RID2780 2023-24 年度



データでみる世界のロータリー

2023年4⽉現在

世界の
ロータリアン総数

1,197,735
⼈

国と地域地区数

520
クラブ数

37,005

クラブ 地区

520
国以上



データでみるローターアクト/インターアクト

2023年4⽉現在

世界の
ローターアクト総数

174,333
⼈

国と地域クラブ数

11,210

クラブ

160

世界の
インターアクト総数

443,118
⼈

国と地域クラブ数

19,266

クラブ

150

国以上

国以上



世界規模の活動︕

職業奉仕⽉間を中⼼にクラブ訪問での卓話の実施、及びセミナー・研修を⾏う。



⽇本のロータリー



データでみる⽇本のロータリー

⽇本の
ロータリアン総数

86,873
⼈

地区数

34
クラブ数

2,236

クラブ 地区



2780地区について



RID2780 2023-24 年度

神奈川県⻄部
（横浜・川崎を除いた地域）

ロータリアン 2316名
（⼥性会員⽐率13%）

2780地区
2590地区



地区はクラブのためにある

各クラブをサポートする地区の委員会
をご紹介いたします。





ガバナー補佐
担当クラブを定期的に訪問する︓少なくとも4半期に1度は、直接クラブを訪れたり、電話会議やオンライン会議でクラブを訪問。
会員の声（懸念なニーズなど）を聞き、情報やアドバイス、参考資料を紹介して、クラブを成功へと導く。
「元気なクラブづくりのために︓クラブ・リーダーシップ・プラン」で推奨されているベストプラクティスを推進する。
これらのベストプラクティスを実⾏する上でクラブリーダーを⽀援します。また、クラブの現状をガバナーに報告します。
ガバナー公式訪問に向けたクラブの準備を⼿伝います。
クラブ⽬標の達成状況を随時確認し、クラブ訪問後、「ロータリークラブ・セントラル」に、クラブの評価やコメントを記録します。
会員増強、奉仕活動、財団への寄付などの分野で、クラブが⽬標に向けて順調に活動しているかどうかを、定期的にロータリー
クラブ・セントラルを確認します。



クラブ管理運営委員会
クラブ管理運営委員会の役割は、クラブの効果的な管理運営に関する活動を実施することです。ロータリー・クラブは、クラブの
効率的な運営を通じてはじめて、地域社会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、ひいては国際ロータリーのリーダーを
⽣み出していくことができます。

地区クラブ管理運営委員会は、「地区はクラブのためにある︕」をコンセプトに掲げ、各クラブに寄り添うことでクラブのサポートを
強化し、元気なクラブづくりの⼀助を担うことを⽬指します。



⻘少年奉仕委員会
ローターアクト委員会、インターアクト委員会、⻘少年交換委員会、ロータリー⻘少年指導者養成プログラム（RYLA）委員
会などを通じて、⻘少年や若い世代の社会⼈との「つながり」を更に強化し、リーダーシップ能⼒を伸ばす⽀援を推進します。
次世代のリーダーを育てることの⼤切さを、私たちのプログラムは、教育の機会を広げ、若い世代のリーダーがリーダーシップの
スキルを⾝につけ、奉仕の価値観を学べるよう応援します。
また、すべての活動は⻘少年保護の観点で実施する。



⻘少年奉仕委員会

徳垨旴
M n-

̹ ό ΗЃ ̰ ΅ Π΅ ς ί 徳垨〶乑䇳 ㎽⌂ ΅ ς ί Ά τЃ ΰ

0 䑶ブ☤Ⓡ嗩公曚堆☤伎 0 8 5 4 ,/ 0 ,2 / ✓咭≘ Q B 8

1 垨尲☤Ⓡ曚堆☤伎 0 8 5 5 ,0 / ,1 / ✓咭≘ ∟Q B 8

2 扆☑撝㌊т☤伎Ђ 曚堆☤伎 0 8 7 6 ,/ 5 ,1 / 扆☑Q B 1

3 嘇垨栱制⊂曚堆☤伎 0 8 7 8 ,/ 4 ,0 3 嗩借≘ 彯Q B 4

4 ℌ 䑶☤Ⓡ嗩借≘ 曚堆☤伎 0 8 8 0 ,/ 4 ,0 3 嗩借≘ тQ B 4

5 〵┤☤Ⓡ曚堆☤伎 0 8 8 1 ,/ 5 ,1 3 〵┤Q B Ђ 〵┤∾ Q B 7

6 嘇垨ゐ伉曚堆☤伎 0 8 8 6 ,/ 5 ,0 0 嗩借≘ Ά σЃ ό Q B 4

7 嘇垨≗ 乳⎾俈曚堆☤伎 1 / / 2 ,/ 6 ,1 2 ≗ 乳тQ B 5

8 搒– ☤Ⓡт☤伎Ђ 曚堆☤伎 1 / 0 / ,/ 1 ,0 2 搒– ╫ 尃Q B 1

0 / 刓∾ ☤Ⓡт☤伎Ђ 曚堆☤伎 1 / 0 2 ,/ 3 ,1 3 巹儼Q B 2

0 0 а冓☤尼曚堆☤伎 1 / 0 3 ,/ 4 ,0 1 値旵惢Q B Ђ 値旵惢彯Q B 0

0 1 ∟搒– ░ ☑☤Ⓡт☤伎Ђ 曚堆☤伎 1 / 0 8 ,/ 6 ,/ 0 搒– Q B 1



⻘少年奉仕委員会

徳垨旴
M n-

φЃ ΗЃ ̰ ΅ Π΅ ς ί 徳垨〶乑䇳 ㎽⌂ ΅ ς ί Ά τЃ ΰ

0 嗩借≘ 0 8 6 / ,/ 5 ,/ 2 嗩借≘ Q B 4

1 搒– 0 8 6 1 ,0 0 ,/ 0 搒– Q B 1

2 値旵惢 0 8 6 5 ,/ 5 ,0 0 値旵惢Q B 0

3 ✓咭≘ ⓸∟ 0 8 8 4 ,/ 3 ,1 4 ✓咭≘ ⓸∟Q B 8

4 ≗ 乳т 1 / 0 7 ,/ 5 ,2 / ≗ 乳тQ B 5



⻘少年奉仕委員会



ロータリー財団委員会
ロータリー財団委員会（Rotary Foundation Committee）は、国際的なロータリークラブの⼀部であり、ロータリー財団
（Rotary Foundation）の活動を監督および管理する責任を持っています。ロータリー財団は、ロータリークラブの会員からの
寄付や資⾦調達を通じて、世界的な規模で様々な
社会奉仕プロジェクトを⽀援しています。
委員会は、財団の資⾦配分や奨学⾦プログラム、地域開発プロジェクト、災害救援など、様々な分野にわたるプロジェクトの承
認と⽀援を⾏います。
ロータリー財団は、世界的な規模での活動を展開しており、⼈道⽀援、教育、健康、⽔と衛⽣、平和構築などの分野で活動し
ています。また、ポリオ根絶キャンペーン（PolioPlus）など、特定の⽬標に向けた取り組みも⾏っています。



ロータリー財団委員会



ロータリー財団委員会

150 ポリオプラス

グローバル補助⾦

その他の補助⾦
地区補助⾦

災害救援補助⾦
ロータリー平和センター
⼤規模プログラム補助⾦

プログラム運営費

寄付推進費

⼀般管理運営費

ロータリー財団
⽀出︓3億3,000万ドル

73

27
9
8
4
2

21

21

15

プ
ロ
グ
ラ
ム
」補
助
⾦
と運
営
費
89
%

26.52 プログラムと会員への⽀援

IT・運営・管理業務

コミュニケーション

財務

ガバナンスと投資

国際業務

国際ロータリーへの会費は会員⼀⼈につき70ドルです。
この資⾦は、会員、クラブ、地区への⽀援のために活⽤
されます。会費収⼊は以下のように配分されます。

19.22

11.09

5.20

3.75

2.59

2.53 ⼈事・法務・監査

ロータリアンへの⽀援



ロータリー財団委員会



⽶⼭奨学委員会
ロータリー⽶⼭記念奨学事業は、⽇本のロータリーが作り育てた独⾃の事業で、34地区、全地区が参加する多地区合同プロジェクトです。
1952年に事業が始まって以来、⼀貫して、⽇本で学ぶ外国⼈留学⽣を⽀援しています。
「公益財団法⼈ロータリー⽶⼭記念奨学会」というのは、この事業をおこなうために、⽇本のロータリーが協同して運営する奨学財団で、財源は
すべてみなさんからのご寄付で成り⽴っています。
この奨学⾦の最⼤の特⻑は「世話クラブ・カウンセラー制度」です。銀⾏振込が多い他の奨学⾦とは違って、⽶⼭奨学⽣にはロータリー活動に
共に参加してもらい、交流することを⼤切にしています。いったんカウンセラーになると、ロータリークラブの活動そのものに熱⼼になる⽅も多く、⼊
会間もない会員にカウンセラーを任せるというクラブもあります。
実際にカウンセラーを体験した⽅からは、「刺激を受けることが多く、⾃分の仕事やプライベートに張り合いが⽣まれた」、「家族ぐるみの付き合い
で⾃分の⼦どもに国際交流を体験させることができ、ロータリーに⼊会して本当によかったと思えた」という声が寄せられています。



⽶⼭奨学委員会



⽶⼭奨学委員会
RI2780地区
￥45,275,800
29名予定



⽶⼭奨学委員会

国名 新規

1 中国 11名

2 台湾 ４名

3 韓国 3名

4 サウジアラビア 2名

5 インドネシア 1名

6 トルクメニスタン 1名

7 ウガンダ 1名

8 モンゴル 1名

24名

2780地区 新規米山奨学生（新規24名＋継続５名）

合計 898⼈



現在︓2676名
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2780地区会員推移

313名



MY ROTARY(登録状況)

登録率60%



世界ポリオ根絶推進活動(GPEI)
GLOBAL POLIO ERADICATION INITIATIVE



本年度のRI/地区⽅針
をご説明いたします。



RIビジョン
• 私たちは

• 世界で、地域社会で、そして⾃分⾃⾝の中で、

• 持続可能な良い変化を⽣むために、⼈びとが⼿

• を取り合って⾏動する世界を⽬指しています。

「世界に希望を生み出そう」
2023-24年度 RIテーマとビジョン





若者と希望：

RID2780 GE 田島敏久

メンタルヘルスで和の世界を生み出そう

私たちが得意とするを継続すると同時に、変化に対してOPENで前向きになり、世界と
⾃分⾃⾝の中に平和を築くことに ⼒を注げば、ROTARYがより平和で、より希望のあ
る世界を築くSUPPORTが出来ます。

2780地区テーマ



私たちのMOTTOは【超我の奉仕】
118年以上、私たちの基本理念︓中核的価値観
①奉仕活動②親睦③多様性④⾼潔性⑤leadership の
５点を根幹にしてきました。
我々ROTARIANは世界の困難な問題について⾏動を起こ
す責務を【超我の奉仕】のSPRITで共有していると信じてい
ます。



皆様のご活躍を⼼からご祈念いたします。


